
令和 5年第 421回信濃町議会定例会 9月会議会議録（3日目）

③－1

（令和5年9月6日 午前9時46分）

●議長（佐藤武雄） おはようございます。ただいまの出席議員は12名全員であります。

本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。

日程第1、通告による一般質問を行います。質問時間は最大1時間をめどに、質問者、

答弁者は進行にご協力をお願いいたします。また、答弁者及び質問者の都合により質問

の順序を変更することがありますので、あらかじめご承知おきください。なお、質問者

と質問者との間に10分程度の休憩を取ることといたします。

通告の1、北村富貴夫議員。

1、新病院の課題解決について

2、鳥獣被害対策について

3、起業塾について

4、相続放棄地対策について

議席番号1番、北村富貴夫議員。

◆１番（北村富貴夫） おはようございます。議席番号1番、北村富貴夫でございます。

通告に沿いまして質問させていただきます。質問が多く、ボリュームがありますので、

答弁は簡潔明瞭でわかりやすくお願いいたします。質問の内容によっては順番が前後す

ることがあります。過去に質問した内容について再度質問する場合がありますので、今

までは検討するというような内容であったとしても、その後どのようになったかをお伺

いします。雨が、昨日久しぶりに降りました。厳しい残暑が続いています。地球温暖化

の影響でしょうか、今年の夏は信濃町でも30度を超える猛暑が続き、水不足の報道等が

ありました。野尻湖の水もだいぶ減少しました。雨乞いが必要ではないかと思う日もあ

りました。特にこの辺は質問しませんけれども、町の対応は大変だったと思います。野

尻湖の水の利用は、江戸時代に上越周辺を治めていた高田藩が用水路を作って以来300

年以上続いています。一方、この地域で使う農業用水のもう一つの主な供給源として、

妙高市の笹ヶ峰ダムは、7月下旬から続く新潟県内の雨不足の影響で、8月24日に貯水

率がゼロとなったということです。笹ヶ峰ダムの枯渇は平成6年以来およそ30年ぶりと

いうことです。水がないということは大変な苦労があるのだと思っております。この9

月11日からは仁之倉用水路、伝九郎用水路等を経由して、鳥居川の水を取水して野尻湖

へ通水することになり、野尻湖の水位も少しずつ上がってくるものと思います。さて、

最初に町長にお伺いします。町長も気になっていたこともあろうかと思いますが、柏原

小前線の工事業者も決定し、道路も整備されます。いろいろなところで工事が始まって

いました。新病院の土地北側の方は、草がまだまだ生い茂って荒れていました。さて、

新病院の課題は解決したのでしょうか。この町長の認識をまず、最初にお伺いします。
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●議長（佐藤武雄） 鈴木町長。

■町長（鈴木文雄） おはようございます。それでは北村議員からの質問にお答えいたし

ます。新病院の建設に向けて課題は全て解決されたかどうかというご質問でございます。

これに対して、現在までの状況について少し説明をさせていただきます。令和4年度に

実施いたしました新病院建設に係る事業の詳細につきましては、病院事業会計決算書の

中において報告させていただいたところですが、主たる事業といたしましては、旧柏原

小学校の解体工事、それから新病院の建設に係ります実施設計業務、それから病院敷地

内に流入いたします雨水の排水に関しましての詳細設計業務等を実施しております。こ

れらの工事及び業務に関します課題につきましては、それぞれの作業を進める中で順次

調整してまいりました。また、旧柏原小学校の解体工事に関連して、様々なご意見をい

ただいている点につきましても、現時点で既に解決したもの、そしてまた、今年度以降

事業を進める中で調整をしていくもの、それぞれございまして、整理をしている段階で

ございます。整理ができた案件といたしましては、敷地北側の擁壁に関するいろいろな

ご意見、土砂を排除した点、擁壁の安定度が損なわれるのではないかというようなご指

摘をいただいたところでございますが、これについては土砂を単純に撤去いたしました

が、擁壁への影響はないということで説明をしたところでございます。また、敷地内の

樹木の撤去についても様々なご意見をいただいておりまして、現時点で工事に支障にな

るものについては伐採させていただき、そしてまた、小前線へ接続する道路に関連する

ものにつきましては、道路の工事の進捗状況に合わせて、今後伐採していくというよう

な計画であります。令和5年度の事業につきましては、病院の本体建設工事、それから

それとは別に地中熱の冷暖房設備を予定しておりますが、この工事の予算をお認めいた

だいておりますので、現在それぞれ予定どおり準備を進めている段階であります。今月

末には本体工事の入札も行う予定としております。また、令和6年度の事業につきまし

ては、病院事務局から詳細な説明を受けながら、未発注となっております設備の整備、

それから外構工事等につきまして必要となる予算の確保に向けて調整を図っているとこ

ろでございます。現時点で課題として残っておりますのが、敷地内薬局の規模、そして

またレイアウト、それへのアプローチをどうしていくのか。それから医療機器の導入、

これはCT、MRIの機械、どのように整理するか、現行の施設も有効に利用したいという

思惑もございますので、その辺を耐用年数との中で整理していきたいと思います。それ

から、情報システム、これも今風の新しいシステムに入れ替える必要があるのではない

かというようなことが言われております。それから最後に、一番これも大変かなと思っ

ておりますのが、移転にあたっての職員、そしてまた患者の皆さんへの影響を最小限に

食い止めたいということで、これの方法、それからスケジュールについて整理していく

こととしております。町民の皆様に対しましては、小学校の解体工事の際に行ったのと

同様に、工事の事業者が確定した段階で速やかに説明会を開催し、皆様からお寄せいた

だきましたご意見、ご要望等を事業者と共有させていただき、解決に向けて対応してま

いりたいと考えております。その他、細かな課題につきましては、病院事務長の方から
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答弁させていただきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） ただいま町長の答弁の中でいろいろとご説明いただきました。設

備の整理、それから施設内薬局、医療機器等のこれからの課題、それからシステム、シ

ステムについては、私も前にもちょっと質問したことがあるのですけれども、やはり最

新のシステムを入れていただかないと、やはりうまく回らないのではないかなと思いま

す。それから患者さんの最終的な移動の時は、これはですね、救急ですか、ここですと

消防署等との協力がないとできないと思っておりますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。その中で今答弁にありましたけれども、住民説明会については最終的には

やるというようなお話がありましたが、この辺の説明会についての見解について、もう

一度、事務長からお伺いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） ただいまご質問いただきました、住民説明会のことについて、

詳細について、今現時点でのご説明を申し上げます。今年の工事としまして、新しい病

院の本体工事の着工をこの秋目指して今、入札の準備をしている段階でございます。あ

と地中熱の工事も先ほど町長から答弁ありましたように入札を行い、本年度の工事を進

める状況を、進めている状況でございます。その各工事の事業者が決まり次第、昨年、

病院の建設に関わる住民説明会と同様に、工事事業者も同席した中で新しい病院の工事

についてご説明申し上げていきたいと考えております。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） これから住民説明会、工事の進捗次第だと思いますけれども、し

っかりとやっていただければと思います。そして建設現場を、今年の冬ですか、町長も

視察されたと思うのですけれども、排水の話が出ました。先ほど町長の答弁にも、ちょ

っと北側の擁壁の話が出ましたけれども、この辺の課題についてはどのようになったの

か、事務長の方からお伺いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） 町長の答弁でもございました排水の課題がございます。状況

につきましては、新病院敷地の外構工事における雨水排水詳細設計を令和4年度に実施

しました。その時点で地質調査も実施してございます。現状としては建築設計において

活かしてきているというような状況です。課題としてのその排水の部分ですが、具体的
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に敷地の北側住宅地のほうから、敷地内を横断し南側、町道緑ヶ丘線のほうから、その

町道緑ヶ丘線を横断し、柏原用水に流れ込んでいる現時点の用水がございます。その用

水の対策につきましては、柏原用水に流出していますので、そのまま柏原用水に工事期

間中は同じく流すというような計画がございます。敷地内の外構工事をする中で、最終

的にも柏原用水に流れ込むような形にしたいのですが、工事期間中も柏原用水に流れ込

む、まず切り回しをさせていただきたいと考えています。雨水排水対策の全体計画とし

まして、排水先の柏原用水組合との調整をしてきたところですが、改めてまた工事の切

り回しで、排水をさせていただくお話を、その説明会もまた進めていきたいと考えてい

ます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） こういう排水の問題は、やはり用水組合のほうともしっかりと調

整していただかないと、難しい問題だと認識しています。その辺はしっかりとお願いし

たいということと、地質調査についてやられたということですが、特に問題はなかった

ということでよろしいですか。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） 地質調査につきましては、新しい病院の杭を打つ地盤の力で

すね、その部分とどのくらいの水が浸透できるのかという部分を中心に見入った調査に

なりますが、課題として上がってきているところはございません。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） そういうことであれば少しは安心して、またできるのではないか

と思います。小前線の旧柏原小学校の石や二宮金次郎の像などが、長い間ただただ放置

されていました。雨ざらしというのは仕方ないことですが、ずっと放置されていました

が、これについては今後どのようになって、これからどうされるのか、その辺について

もう一度お伺いします。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） まず、今年の工事の着工が当初のスケジュールどおり、秋と

いうことで計画してきております。その中で、解体工事が終わった後、春からあのまま

ということで、地域住民の方にかなりご心配をかけているところについては大変申し訳

なく思っております。状況としましては、令和4年度の旧柏原小学校の解体工事におい

て、敷地内の工作物、具体的に申しますと、記念碑、樹木、建築物、そういうものを、
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取扱いの整理を行っております。その取扱いにつきましては、記念碑とか建物樹木につ

きましては、どういうものがあったのかということで、情報提供を広報しなのや、学校

のOBの皆様にお伺いして、それもちょっと整理をさせていただいた状況もございます。

状況としましても、新しい病院におきましては、敷地内にメモリアルパークと今呼んで

いるのですが、そちらのところに旧小学校の面影を残す記念品を、記念物をそこに残せ

るよう移築する予定がございます。昨年度は解体工事に合わせて、今、仮置き場という

形で現状によるような形になっておりますが、建設工事が着工できない状況下の中で今

の状況になっているということでご理解いただければと思っております。また、大きな

分類としては14の工作物を、あそこに、今、仮置き場として設置しており、新しい病院

の工事、解体工事、外構工事に合わせて、あの周辺に記念メモリアルパークを設置し、

そこに移設するという計画でございます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 柏原小学校100周年の記念の石というのも、その中に入っている

ということで、そういう認識でよろしいですか

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） 100周年の記念碑もそこに、仮置き場に設置してございます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） メモリアルパークに設置とのことですが、14の工作物があるわけ

で、しっかりと対応していただきたいということです。住民の方から、大変危険で何か

対応すべきではないかと意見が寄せられました小学校裏のフェンスについてお伺いした

いと思います。以前に私も質問したことがあるのですけれども、その後の対策としてど

のようになったのでしょうか。今回の補正予算にもあったかと思うのですけど、その辺

についてご説明をお願いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄） 柄澤建設水道課長。

■建設水道課長（柄澤 豊） それでは、今の北村議員さんの質問には私の方からお答え

させていただきます。新病院の建設地の北側道路、町道名で申し上げると、町道野尻湖

団地2号線及び町道野尻湖団地緑が丘線の一部になりますが、路肩沿いにフェンスが設

置されてございます。柏原小前線の通行止めに伴い、迂回する車両により交通量も増え

たため、住民の方から見通しが悪く危険だよという連絡をいただきましたので、事故防

止のためフェンスに絡まり視界を妨げていた蔓を最初に撤去しました。その後、北村議
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員さんから、フェンスも傾いており危険だよという連絡が住民の方からあったというこ

とでお聞きをしましたので、再度フェンスを確認しましたところ、支柱が経年劣化で、

フェンスの機能が著しく低下している状況と判断しましたので、今回の補正予算でフェ

ンスの撤去、ガードレールを設置することで計上をさせていただきました。だいぶ以前

に設置されたフェンスで、おそらく子どもさん等が歩行する際、土手側への転落防止の

ためフェンスで対応したものと推察をするところでございますが、車道ですので本来は

ガードレールを設置するのが適切な工法でございます。視界の妨げもありませんし、強

度も確保されますので、早急に対応をしたいと考えてございます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 早急にガードレールの設置等をやっていただけるということなの

で、しっかりと対応をお願いするところです。通行量もそこの道路はだいぶ多くなりま

して、あそこの場所はクランクになっている道路ですが、今後拡幅の予定等はあるので

しょうか。実際に交通量もだいぶあるかと思うのですが、それについてお伺いします。

●議長（佐藤武雄） 柄澤建設水道課長。

■建設水道課長（柄澤 豊） 柏原小前線の通行止めによりまして、新病院の北側の町道

でございますが、交通量が増えているのは事実でございまして、また小前線の通行止め

期間も、大変期間が長くてご迷惑をおかけするところですが、地域の皆様のご協力をお

願いする次第です。拡幅要望箇所につきましてはクランクになっておりまして、要望の

趣旨は受け止めさせていただきます。ただ、町道の改良工事、修繕工事については、全

町で要望が大変多く、損傷の激しい箇所や危険箇所を優先的に対応しておりますが、要

望に対して工事が追いついていないのが現状でございます。町全体での優先度を考慮す

る中で検討させていただきますので、ご理解をお願いします。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 優先順位もあろうかと思いますが、通行量も多く、だいぶ危険な

場所になっておりますので、しっかりと対応をしていただければと思います。新病院の

入札が今やって9月22日ですか、業者が決定するというようなことになっていますが、

まずよろしいですか、その件で、移転新築の入札ですね。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） 建設工事につきましては、告示を7月25日に行いまして、入

札を9月22日に予定してございます。
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●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） しっかりと町の方針を伝えて、この諸物価高騰のおり後から金額

が増えないような、そういうチェックをしっかり対応していただければと思います。新

病院ができた後、今度今の病院、この後利用については前町長の時に質問しましたけれ

ども、その後どのようになったのかお伺いします。

●議長（佐藤武雄） 丸山病院事務長。

■病院事務長（丸山茂幸） 現病院の跡地利用のご質問を前回もいただいてございます。

その時もお答えしたのは、町の公共施設管理計画の中で検討するべきものということで、

お答えさせていただいた状況がございますが、現時点では各課を超えて課題を検討する

組織として、副町長を中心とする会で、事務事業研究会というのがございます。それを

この夏開いていただいた状況がございます。内容としましては、病院建設のスケジュー

ルと現状と課題を共有していただき、各課の課長さんはじめ、他の各担当者もいろいろ

出ていただいたのですが、その中で公共施設の管理計画に基づいて、各課の考え方を要

望等探っていただいた状況がございます。結果として、まだ調整中ということで、現在

の病院施設の老朽化が激しいことというのが、一番移転に関する原因になっております

ので、その施設を改めて活用して、また公共施設の管理計画の中で、統廃合の目標も示

されている中で、良案としての結果が出て示されてはありません。まだまだ一応、経過

としてはそういう研究会を開いていただいて、課題等を共有させていただいた状況でご

ざいます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） まだ現段階では、課題を共有して今後どうするかということで対

応されるというような話でした。また次回、次回になるか分かりませんが、また質問さ

せていただければと思います。この辺は住民の方もだいぶ興味を持っておりますので、

決まれば当然、公表して住民に知らせていただければと思います。さて、新病院は住民

の命と健康を守る上で重要な役目を担っています。今回の監査でも指摘があったように、

病院運営がだいぶ厳しくなっています。毎年、一般会計からの繰り出しも多く、この辺

について町長はどのように考えているのか、今後の意気込み等をお伺いしたいと思いま

す。

●議長（佐藤武雄） 鈴木町長。

■町長（鈴木文雄） 北村議員からのご質問にお答えいたします。昨日も監査員さんから

報告説明があったとおり、病院の経営が非常に厳しい状況であるという中で、今後の対
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応の一つとして、経営会議のようなものを設置したらどうかというようなご提案もいた

だきました。そしてまた他方、それとは別に、病院として公立病院経営強化プランとい

うものを現在策定中であります。また、今回新しい病院を建設するのにあたり、病院が

抱えている課題、あるいは病院に対する期待度を皆さんに承知していただくための広報

等も病院のホームページ等で行っているところですが、私、新病院の経営で最も重視し

たいのは利用率の確保であります。現時点でも、入院あるいは通院という形で信越病院

をご利用いただいているわけですが、病院が持っているキャパと比較いたしますと、ま

だまだ利用率が低いという状況でありますので、利用率を高めるために何が必要なのか

ということで、その最も柱になるのは町民の皆さんに信頼していただくことこそが高い

利用率に直結するものと考えております。このために、先ほど申し上げました経営強化

プランであったり、経営会議であったり、いろいろな場面で、いろいろな立場の方々か

らご意見をお伺いする中で、信頼される病院となりますよう力を尽くしてまいりたいと

思いますので、議員各位におかれましてもご協力のほど、どうかよろしくお願いいたし

ます。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 町民の信頼を得て利用率の確保、利用率を高めていくというよう

なお話がありました。ぜひこの監査委員さんの意見等も踏まえて、経営状況をしっかり

分析して、より良い病院に是非していただけるよう対応していただければと思います。

次の質問に移ります。有害鳥獣対策について伺います。せっかく農作物を作っても鳥獣

被害に遭えば農家の人々の落胆は想像以上です。丹精込めて育てた米、もろこし、蕎麦、

じゃがいもなど、暑い中ですが猟友会の皆さんが一生懸命、檻等の罠を仕掛けて対応さ

れています。大変ありがたいことと思っています。町としてのこの対策の強化を望みま

すが、これについてはいかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） 現在の状況についてお話しさせていただければと思いま

す。本年度の8月末までに報告のあった農作物に対する有害鳥獣の被害件数でございま

すが、サルによるものが2件、クマによるものが5件、イノシシによるものが５件とな

っております。報告をいただいて、町では報告によりまして現地調査を行い、周辺の状

況等に応じて信濃町猟友会の協力の下、檻を設置し捕獲等を行っているところです。ク

マにつきましては、県に捕獲申請を行いまして、許可されてから檻の設置をしておりま

す。捕獲されたクマにつきましては原則放獣ですが、状況によりまして、県の判断等も

仰ぎながら捕殺になる場合もございます。さらにつきましては、山桑地区、熊坂地区よ

り、かねてというか、頻繁に出没、被害報告が寄せられております。本年度住民の皆さ

んにご協力いただきながら、重点的に対策を今しているところでございます。以上です。
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●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 町のホームページでは、「有害鳥獣捕獲とは、電気柵やロケット花

火などで防除または追い払いをしているが効果がなく、農林水産物などへの被害が深刻

な場合や人身被害が出る恐れのある場合に限り、信濃町猟友会に依頼し獣や罠を使用し

て捕獲または駆除をするものですが、動物も人間と同じ地球上に住む生き物です。有害

鳥獣捕獲ということで、むやみに動物を殺し生態系を乱すことのないよう十分に配慮し

進めております。」と記載されています。農作物の鳥獣被害を防止するために、個人が設

置した電気柵の購入、こういう用意した経費の3分の2、上限を5万円としております

が、こういう補助事業があるというように書かれていました。この補助金、物価高騰も

今あるのですが、農家の軽減を図るためにこの上限をもう少し上げるような検討はされ

るべきではないかと思うのですが、いかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） 電気柵の補助金の引上げということだと思いますが、こ

の補助金の制度ですが、平成27年度に始まりまして、当初補助金の額は購入金額の5

分の1で、補助上限が2万円でございました。平成31年度に見直しを行いまして、現在

購入価格の3分の2ということで、補助上限が5万円と引き上げとなってございます。

現在、電気柵の補助金の関係の申請の皆様から好評いただいているところです。上限の

引上げにつきましては、現状の枠組みで、なるべく助成を継続することを優先していき

たいと考えております。また、各補助単位ではなく広域的に電気柵を設置する事業につ

きましても補助がございます。こちらの県の補助金になりますが、本年度は戸草地区に

おいて900メートルほどの設置を予定しているところです。そちらのご活用の方をお願

いできればと思います。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） なかなか厳しいのではないかと思いますが、そういうところもい

ろいろな県の補助金等を使って、いろいろ対応できればと思います。それから既にこの

事業を行っているようですが、いわゆるロケット花火のような音の出る花火ですね、追

い払いをしたいと思いますが、この事業は今までどのくらいの方に支給していますか。

また対象がサルだけということですが、イノシシやクマも対象にすべきと思いますがそ

の辺はいかがでしょうか。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） 農林畜産係のほうで、町内に居住している方、別荘所有
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者も含めてですが、ご要望があれば無償にて希望数量を配布しております。令和3年度

の実績で21名約2000本、それから令和4年度が10名で約2000本、本年度は現在まで

で9名約1400本の実績となっています。イノシシやクマにつきましても状況を確認しま

して、危険がなく有用な場合に追い払いに活用できればと考えております。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） ということは、対象がサルだけということではなく、イノシシや

クマにも対象ということによろしいですね。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） あくまでも、危険がなく花火が有用な場合にご利用いた

だければと思います。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 有用な場合といいますか、サルは逃げて行くかもしれません。イ

ノシシ、クマは逃げるかどうか分かりませんけれども、実際にやってみたいと思ってい

ます。それから、先ほど述べましたけれども、ホームページでは追い払いに効果がない

と記載されています。言葉のニュアンスなのですけれども、効果がないのであれば、花

火を変えて動物駆逐用煙火、追い払い煙火にして、もっと広報等でＰＲしたらと思いま

すがその辺の対応はどうでしょう。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） 動物の追い払い用の駆逐用煙火ということで、専用のも

のがあるということでございます。こちら、実際に使用している方と調査を行いまして、

市販のもの、それからロケット花火等と効果を見極める中で活用方法を探っていきたい

と考えております。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） ということは、動物用駆逐用煙火支給事業についても今後検討し

ていくということでよろしいでしょうか。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。
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■産業観光課長（佐藤巳希夫） 取扱いに講習等も必要だというようなこともありますの

で、ちょっとハードルが高くなってしまう部分もあるので、実際に使用してみて、効果

のほど期待できれば導入もあるのかなと考えます。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 確かに動物用駆逐用煙火については、講習会が必要になりまして、

ある意味では許可みたいなものがあります。この煙火消費保安手帳ですかね、そういう

ものを持っていただかなければならないということですが、しっかりと対応をしていた

だければと思います。県のホームページを見てみましたら、狩猟期間中11月15日から

2月15日までに限り、農林業者が事業に対する被害を防止する目的で、自身の所有する

農林業敷地内に設置した囲い罠で、狩猟獣を捕獲することができるというようなことが

記載されています。罠は天井がない構造なのですけれども、捕獲できるのはイノシシ、

シカに限られると記載がありました。ちょっと危険かもしれませんけれども、こういう

ものについて、町としても何か組織を作ってやるとか、何か一定の収入がないとできな

いというようなことも書かれていますが、この辺の考え方をお伺いしたいと思います。

●議長（佐藤武雄） 佐藤産業観光課長。

■産業観光課長（佐藤巳希夫） あくまでこの捕獲はイノシシ、シカに限られているとい

うことでございます。ただし、錯誤捕獲であるとか、捕獲後の対応等につきまして、す

ぐに措置をしなければならないといろいろ問題もございます。課題も多いかと思います

ので、実施についてはちょっと難しいのかなと思います。それから、対象が農林業一定

の収入を得ている者になっていますので、自家菜園等は対象としていないということで、

一定の収入を得るというような者に限定されているのかなと思います。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） ホームページには載っていたのですけれども、なかなか難しいの

ではないかなと思いました。しかし、こういうものもやってみなければ分からないもの

もありますので、検討を考えていただくことも必要かなと思います。報道では自治体で

追い払いたいというような組織を作ってパトロールをやっているところもあるようです

が、農家の皆さんの鳥獣被害に、少しでも心労を和らげるようなしっかりとした対策を

すべきと思います。次の質問に入ります。税金の使い道の関連の質問です。町の財政は

大変厳しいものがありますが、その中で頑張る人を応援しよう、支援しようと、人材支

援起業塾が始まりました。この信濃町起業塾ついてお伺いします。町の事業として、信

濃町起業等人材育成支援事業補助金交付要綱が平成25年3月28日に示されました。信

濃町で新しい事業を起こす起業家の方、または既存の経営の改善、変革となる第二の創
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業を目指している経営者の方、若手経営者及び後継者幹部育成のために、経営者として

の心構え、経営プランの作成までの県内外の具体的な起業事例等を交えながら体系的に

学ぶ機会を提供し、参加者の起業等に対する包括的な支援を行う、と記載されています。

今までこの事業に応募した補助金の件数、申請件数、そして補助金額はどのくらいあっ

たのですか。お伺いします。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） それでは私の方から、数字的な話ですのでお答えしたいと思い

ます。補助金を交付しました平成25年度から令和5年度の交付決定分まで、今は交付決

定のみになっておりますが、33件ございます。補助金額は3006万3000円となります。

以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆1番（北村富貴夫） 33件。それからこの補助金を使って実際に起業した事業者は33

件全員でしょうか。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） 今お話ししたとおり、令和5年度はまだ交付決定の段階ですの

で、実際に起業まではいかないので、4年度までとすると29件という形になります。以

上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 29件の方が起業されている。しかし起業しても、その後何らかの

事情で事業をやめた件数というのもあると思うのですが、その辺についてはいかがでし

ょうか。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） このうち4名の方が廃業されたということを確認しております。

以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） この場合、10年縛り、5年縛りというのですかね。足かせ、その



令和 5年第 421回信濃町議会定例会 9月会議会議録（3日目）

③－13

ようなものは実際にはどのようになっているのでしょうか。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） 町が支援しております創業支援補助金につきましては、先ほど

お話のあった交付要綱、その中にそのことが書いてございます。第3条第5号で、5年

以上の町内居住と事業継続等を要件にしております。創業5年以内に廃業された方は2

名となります。この場合は交付要綱、こちらの交付要綱でも決めがありまして補助金の

返還を求めることとなっておりますので、廃業に至る経緯、また未到達期間などを把握

しまして、返還の請求を進めてまいりたいと思っております。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 2名の方が実際にはやめたということですけれども、返還につい

ては、そういうものは進んでいるということでよろしいですか。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） 今、お二人の方にはアポを取ってお話をさせていただいている

最中でございます。以上です。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） それについては、しっかりと対応していただきたいと思います。

今後、この起業塾について継続して対応していくという考え方でよろしいですか。その

辺についてお伺いします。

●議長（佐藤武雄） 松木総務課長。

■総務課長（松木和幸） 今年度についても秋ごろ、開講に向けて現在準備を進めている

ところでございます。企業塾の特徴としますと、Ｉターン、Ｕターンなどで移住されて

起業をされるという方も多いという特徴がございます。国や県でも、移住と起業セット

とした支援メニュー、こういうものを用意しておりますので、移住政策との連携も有効

であると考えております。昨年度の起業塾からは、オンライン受講を取り入れるなどを

行っておりますので、今後も認定連携創業支援事業者ということで町の商工会様になっ

ていただいておりますので、そこと連携を図りながら、内容等も充実させながら続けて

まいりたいと考えております。以上です。
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●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） ぜひこういうものを対応していただいて、町が賑やかになる、そ

して観光や環境に必要な対策として進めていただければと思います。最後の質問になり

ます。同僚議員が過去にも質問されている問題ですが、空き家対策関連です。今後増加

すると考えられる相続放棄された住宅土地、このようなものを今後どのように考えてい

くのか。それから公道沿いに土地がある場合、草刈りと周辺の方の環境問題ということ

になるのですがこの辺についてどのようなことを考えているのかお伺いします。

●議長（佐藤武雄） 柄澤建設水道課長。

■建設水道課長（柄澤 豊） それでは、相続放棄された住宅、土地をどのように考えて

いるかというご質問でございます。これにつきましては、土地についてですが、国では

所有者不明の土地解消のために、相続登記の義務化を法律によって進めています。この

法律は施行前の未登記相続の部分も該当になるため、相続放棄が今後も増えていくこと

が想定されます。またその対策として、不要な相続土地等を簡略的に国に寄属できる相

続土地国庫寄属制度を今年度から施行しております。当町関係でも既に申請があり、寄

属手続きを法務局にて進められている事例がございます。土地については今後も国の制

度を活用して、所有者不明土地とならないように相続土地国庫寄属制度を推進してまい

りたいということでございます。また住宅関連でございますけれども、やはり空き家等

が増えているのも、相続放棄される、されないに関わらず空き家等が増えているのも事

実でございます。これについても町では、空き家改修事業等を推進し、空き家の利活用

を行っていくことで、できるだけ特定空き家とならないよう施策を進めてまいりたいと

考えてございます。公道沿いにそういった相続放棄でありますとか、草刈り等、周辺に

環境を及ぼす影響のある土地がある場合、所有者が分からず通行に支障がある場合は、

道路管理者である建設水道課で草刈り等を実施しております。ただ、そういった場所も

多いですし、町道等の延長も長く、全町をなかなか網羅することは困難でございまして、

現在も地区作業の一環で地域の皆さんにも草刈り等をご協力いただいている地区もござ

います。そんな中で住民共同での施策も検討してまいりたいと考えているところでござ

います。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 住民と一体となって草刈り等も考えているというようなことです

が、実際に公道沿いというよりも、空き家とかその家のところに入っていくということ

になれば、不法進入にあたると思っています。ですから、そういうようなものも気をつ

けながらやらなければならないのですが、ぜひ今後もしっかりと対応していただきたい。

そうしないと、町がどんどん増えていくのではないかと思います。ただこれは信濃町だ
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けではなくて、総務省統計局のデータでは、我が国の総住宅件数は6063万戸、その後5

年前、平成20年ですか、304万戸が増加して増加率が5.3パーセントというようなこと

です。だいぶ住宅が増えているのですが、その中の空き家だけ見ていくと820万戸とい

うようなことですので、いろいろと、ただただ増えていくということになってしまいま

すので、空き家バンク等も活用しながらしっかりと対応していただきたいと思います。

全国でもこの1割を超えている空き家と、これ以上増えないような対策が必要と思いま

す。全体的な話として、空き家バンク等もありますが、その考え方についてもう一度整

理してお伝えしていただければと思います。

●議長（佐藤武雄） 柄澤建設水道課長。

■建設水道課長（柄澤 豊） 空き家の関係でございます。北村議員さんがお調べになっ

たとおり、全国的に空き家が増加しているのも事実でございまして、全国的な社会問題

になっているところでございます。当建設水道課につきましては、居住その他使用され

ない空き家については、倒壊の恐れがあったり、それから雪下ろし、落雪の危険など、

町に相談があった際には、空き家も本来は個人の所有財産になりますので、所有者がい

れば所有者に、所有者不在の場合は相続人等に現況の写真等を添えて対応を依頼してい

ますが、なかなか全てを対応していただけないということで、そういった事例が多く、

町も対策に苦慮しているところでございます。近年、空き家法が制定されまして不適切

な空き家については、町が特定空き家に認定することにより、所有者に必要な措置指導

及び勧告をすることができること、最終手段でございますけれども、危険だということ

になりますと、市町村が行政代執行をして除却することもできるとされていますが、現

実は多額な費用がかかりまして、町が除却することまでは至っていないのが現状でござ

います。そんな中で、町でも空き家等対策計画があるわけでございますけれども、今現

在、特定空き家に認定するための判定基準について、現在そういった計画の変更するた

めの作業を進めているところでございます。そんな中で先ほども申しましたが、空き家

を空き家のままにしておくのではなく、空き家回収事業、空き家バンク等を推進し、空

き家の利活用を行っていただくことで、できる限り特定空き家にならないように今、施

策を進めてまいりたいと考えてございます。

●議長（佐藤武雄） 北村議員。

◆１番（北村富貴夫） 特定空き家にならないよう、そういう判断基準もこれから検討し

ているというようなお話ですので、しっかりと対策をお願いしたい。環境にも影響があ

りますし、町としてもしっかりとこういうものを考えていくべきではないかと思います

ので、対策をしっかり対応してください。以上で質問を終わります。

●議長（佐藤武雄） 以上で北村富貴夫議員の一般質問を終わります。この際10時50分
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まで休憩といたします。

（終了 午前10時40分）


